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(57)【要約】
　この二成分用小出し組立体は、複式シリンジおよび混
合器を含み、伝達装置（３）がこの複式シリンジ（１）
とこの混合器（５）の間に介在し、それがこの複式シリ
ンジ結合してあり且つ少なくとも二つの縦チャンネル（
１４、１５）を含む。この伝達装置（３）は、一端に混
合器（５）および他端に入口部（１８）のある結合領域
（６）を有する伝達管（４Ａ）を備える伝達ユニット（
４）を含み、並びにこの結合領域は、この複式シリンジ
上の結合手段（２４）と協同する結合手段（７、２５）
を備える。少なくともこの伝達ユニット（４）の結合領
域（６）の周囲に、この複式シリンジ（１）に取付け可
能な支持体（８）が配置してある。この種の組立体は、
伝達装置の簡単且つ経済的製造および確実な作動を可能
にし、それは、特に腹腔鏡手術で、この場合腹腔内の小
出しカートリッジと手術部位の間の距離が大きいので、
重要である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも二液体成分用小出し組立体であって、多成分シリンジ、カートリッジまたは
小出し装置および混合器を含み、伝達装置がこの多成分シリンジ（１）、カートリッジま
たは小出し装置およびこの混合器（５）の間に介在し、それがこの多成分シリンジ、カー
トリッジまたは小出し装置とこの混合器の両方に結合可能であり且つ少なくとも二つのチ
ャンネルを含む小出し組立体に於いて、この伝達装置（３）が一端に混合器（５）および
他端に入口部（１８、３３）のある結合領域（６）を有する伝達管（４Ａ、３２）を備え
る伝達ユニット（４）を含むこと、並びにこの結合領域がこの多成分シリンジ、カートリ
ッジまたは小出し装置上の結合手段（２４）と協同する結合手段（７、２５）を備えるこ
と、並びに少なくともこの伝達ユニット（４）の結合領域（６）の周囲に、この多成分シ
リンジ、カートリッジまたは小出し装置に取付け可能な支持体（８）が配置してあること
を特徴とする組立体。
【請求項２】
　請求項１による組立体に於いて、上記支持体（８）が上記多成分シリンジ、カートリッ
ジまたは小出し装置に取付け可能な支持キャップ（９、３４）を含むことを特徴とする組
立体。
【請求項３】
　請求項２による組立体に於いて、上記支持体（８）が上記支持キャップ（９）に固定し
てある支持管（１０、２７）を含み、この支持管（１０）が上記支持キャップと一体に作
ってあるか、またはこの支持管（２７）が上記支持キャップと分離できないように結合し
てあることを特徴とする組立体。
【請求項４】
　請求項１ないし３の一つによる組立体に於いて、上記混合器（５）を備える上記伝達ユ
ニット（４）が分離できないように結合したユニットであることを特徴とする組立体。
【請求項５】
　請求項１ないし４の一つによる組立体に於いて、上記結合手段がバヨネットリング（７
）を含むバヨネット結合手段（７、２５；２４）であることを特徴とする組立体。
【請求項６】
　請求項１ないし４の一つによる組立体に於いて、上記結合手段がスナップ嵌め、押込み
またはねじ結合を含むことを特徴とする組立体。
【請求項７】
　請求項１ないし６の一つによる組立体に於いて、上記混合器出口（２８）が上記混合器
ハウジング（３０）内に横に配置してあることを特徴とする組立体。
【請求項８】
　請求項１ないし６の一つによる組立体に於いて、上記混合器（３６）がそのハウジング
（３８）の外周上に放射状に配置した出口（３７）を有することを特徴とする組立体。
【請求項９】
　請求項１ないし６の一つによる組立体に於いて、上記混合器（３９）が軸方向出口（４
０）を有することを特徴とする組立体。
【請求項１０】
　請求項１ないし９の一つによる組立体に於いて、上記多成分シリンジ（１）、カートリ
ッジまたは小出し装置が出口（１９、２０）を有し、上記混合器（５、３６、３９）が対
応する入口（１６、１７）を有し、および上記伝達ユニット（４）がそれぞれ直径が同じ
か異なるチャンネル（１４、１５）を有することを特徴とする組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前文による、複式シリンジ、小出しカートリッジまたは小出し装
置および混合器を含む、少なくとも二液体成分用小出し組立体に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　大抵の小出し組立体では、混合器がカートリッジにしっかり固定してあり、この組立体
をこの形で使用する。屡々、混合した成分の形に影響を及すためおよびこの材料の特別な
状況で意図する位置への目標とする適用を可能にするために、アクセサリをこの混合器に
取付ける。しかし、そのような複式シリンジ、混合器、およびアクセサリ装置の単純な組
合わせでは不十分な用途が、特に医療に、多数ある。
【０００３】
　医療では、出血を止めるため、傷口および縫目を封止するため、または軟組織を接着す
るために二成分接着剤を使用することが今や普通の慣行である。それで、例えば、内視鏡
の使用を伴う手術に於いて、小出し組立体を利用することは、特に腹腔鏡手術の場合に、
複式シリンジと混合器の間に長い伝達部を要する。腹腔手術法では、複式シリンジと小出
し先端部の間の距離がかなり大きいように、比較的長い管を要する。
【０００４】
　本発明の出願人へのＷＯ　２００４／１００７９８　Ａ１は、請求項１の全文による小
出し組立体または腹腔鏡小出し装置を開示する。この装置は、特に小出し端に混合器に使
うことによる、当時知られている腹腔鏡組立体に比べた進歩を表した。この解決策によれ
ば、混合器を伝達管から外せ、それによって構造が比較的複雑になった。
【０００５】
　ＷＯ－Ａ２－０３／０３９３７５およびＵＳ　２００５／００９６５８８　Ａ１は、そ
の入口側で小出し装置におよび出口側で噴霧装置に結合するようになっている管状伝達部
を含み、この噴霧装置に柔軟な混合部材を有する混合室が先行する、腹腔鏡手術用噴霧装
置を開示する。この管状伝達部は、二つの縦チャンネルを有する。
【０００６】
　ＵＳ　６　１６１　７３０　Ａは、カートリッジの出口を混合器の入口に結合する遷移
部分を介して結合された混合器を備え、それでこの混合器をカートリッジから見て任意の
回転位置に置ける小出し組立体を開示する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】ＷＯ　２００４／１００７９８　Ａ１
【特許文献２】ＷＯ－Ａ２－０３／０３９３７５
【特許文献３】ＵＳ　２００５／００９６５８８　Ａ１
【特許文献４】ＵＳ　６　１６１　７３０　Ａ
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　この先行技術を背景に、本発明の目的は、簡単であるが堅固且つ費用効果の高い構造を
要求されるのに、複式シリンジ、小出しカートリッジまたは小出し装置を伝達部によって
比較的遠い混合器に結合する、特に腹腔鏡手術用の、小出し組立体を提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　これは、請求項１に記載する組立体によって達成される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
　実施例の図面を参照してこの発明を更に詳しく説明する。
【図１】この発明による腹腔鏡組立体の第１実施例を透視図で示す。
【図２】組立てる前の図１の組立体を示す。
【図３】伝達部と複式シリンジの結合領域を図１の平面ＩＩＩ－ＩＩＩによる断面図で拡
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大して詳細に示す。
【図４】図３の実施例の変形を示す。
【図５】図１の組立体の小出し端を図１の平面Ｖ－Ｖによる断面図で拡大して詳細に示す
。
【図６】腹腔鏡組立体の第２実施例を透視図で示す。
【図７】伝達部と複式シリンジの結合領域を図６の平面ＶＩＩ－ＶＩＩによる断面図で拡
大して詳細に示す。
【図８】図６の組立体の小出し端を図６の平面ＶＩＩＩ－ＶＩＩＩによる断面図で示す。
【図９】図６の組立体の混合器端の変形を示す。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１１】
　腹腔鏡手術用小出し組立体１の第１実施例は、特に図１および２を参照して、複式シリ
ンジ２並びに、一端に取付けた混合器５および他端に結合領域６を有する伝達管４Ａを備
える伝達ユニット４を含む伝達装置３を含む。この混合器は、分離できない方法でこの伝
達管に結合してあるのが好ましい。この伝達ユニットは、バヨネットリング７によってこ
の複式シリンジに取付け可能である。結合領域６の周囲および伝達管４Ａの周囲に、この
実施例では支持キャップ９で出来ている支持体８が配置してあり、それに支持管１０が固
定してある。図１に示すように、支持キャップ９は、この複式シリンジの上に押込んであ
り、混合器５の出口１１は、支持管１０を越えて伸びる。この複式シリンジは、複式プラ
ンジャによって作動させる。
【００１２】
　その代りに、複式シリンジではなく複式カートリッジまたは別の小出し装置を使っても
よい。以後、簡単のために複式シリンジという用語を使う。
【００１３】
　図３は、図１の平面ＩＩＩ－ＩＩＩによる断面を倍尺で示す。この断面図は、カートリ
ッジ上の伝達管の結合領域６および複式シリンジ上の支持キャップの固定領域１３を示す
。伝達管４Ａ内部に、二つの別々のチャンネル１４および１５が配置してあり、それらは
シリンジ側で入口部１８に配置してあり且つこの複式シリンジの出口１９および２０に連
通する二つの入口１６および１７に通じている。これらの伝達チャンネルは勿論、二つの
出口および従って二つの入口もそれぞれ直径が同じでも違ってもよい。本例では、複式シ
リンジの貯蔵容器２１の出口１９の直径が貯蔵容器２２の出口２０の直径より大きい。複
式シリンジ２の出口フランジ２３は、バヨネットリング７上のバヨネットタブ２５を受け
るためにバヨネットソケット２４を備える。
【００１４】
　本実施例で、図３による第１支持体８は、支持キャップ９、および支持管１０が付着し
て配置してある中間部２６から成る。ここで、このキャップ、中間部および支持管は、プ
ラスチック材または金属の一体構成に作ってある。
【００１５】
　図４による実施例の変形では、接着、溶接等によって中間部２６の内部に固定した支持
管２７の取付けを除いて、全ての部品が図３のそれらと同じである。
【００１６】
　図５に、この出口端を図１の平面Ｖ－Ｖによる断面図で示し、支持管１０または２７お
よび伝達管４Ａの端が見える。この伝達管に部分的に支持管１０または２７を越えて伸び
る混合器５が続き、その出口２８は、横に、即ち、図５による実施例の断面Ｖ－Ｖに垂直
に配置してある。
【実施例２】
【００１７】
　図６ないし９は、腹腔鏡組立体の第２実施例を示し、この組立体３１は、先の実施例と
同じ複式シリンジ２および複式プランジャ並びに同じバヨネット結合手段を含む。先の実
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施例に関する一つの相違点は、伝達管３２の壁厚が伝達管４Ａより厚く従って剛性が高い
ことである。
【００１８】
　チャンネル１４および１５は、先の実施例と同じである。壁厚が厚いため、伝達管入口
部３３は、先の実施例の入口部１８と同じではないが、入口１９および２０は同じである
。
【００１９】
　この場合、支持体は、支持キャップ３４と中間部３５だけから成る。先の実施例では、
伝達管の剛性が十分であるので、キャップ３４がもたらす支持体で十分である。混合素子
２９を備える混合器３６は、図８で分るように、ハウジング３８内に放射状に配置した出
口３７を有する。
【００２０】
　図９に、普通使う軸方向出口４０を有する混合器３９を描く。
【００２１】
　上記開示の範囲内で、異なる変形が可能である。それで、リングによるバヨネット結合
の代りに、この結合領域の取付けをスナップ嵌め、押込みまたはねじ結合によって得ても
よい。
【００２２】
　この組立体の組立は、非常に簡単である：最初に、バヨネットリングによって、混合器
の付いた伝達管を取付け、次に支持体を支持キャップと一緒におよび事によると支持管と
一緒に伝達管の上に複式シリンジまで押込んでそれに固定する。この取付けは、単純な摩
擦嵌めによりまたはスナップ嵌め素子等によって得てもよい。
【００２３】
　この支持体は、再使用してもよいが、内側部品、即ち、混合器付の伝達管は、使用毎に
捨てる。この材料は、一般的には好適なプラスチック材であるが、或る部品は、金属で作
ってもよい。
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【国際調査報告】
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